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【プロジェクトの背景・目的】
リン脂質であるレシチンと同様の双性イオンを側鎖に有するスルホベタイン型の高分子は、
血小板の接着数が少なく、高い抗血栓性を有することを見いだした。 Ramanや赤外等の振動
分光法により、本材料近傍の水の構造が擾乱されていないこと、また局在表面プラズモン法
により、各種タンパク質が本材料表面に非特異吸着を起こさないことを見いだし、これが抗
血栓性発現の理由であることを指摘した。また、グラフト鎖を有する高分子材料の温度応答
性が、共重合させる単量体の選択や、環状多糖類等の添加により制御できることを示した。
本プロジェクトでは、リン脂質であるレシチンと同様の「双性イオンj を側鎖に有するカ
ルボ、キシベタイン型の高分子共重合体を用いて、血小板の付着数が少なく、高い抗血栓性を
有する人工臓器被覆用新規材料の開発を目指す。
これまでのプロジェクト研究から、カルボキシベタイン型の高分子共重合体は、血小板の
付着数が極めて少なく、高い抗血栓性を有していることを明らかにし、さらに、繊維芽細胞
の付着も同様に抑制することを明らかにしてきた。本年度は、繊維芽細胞あるいは血小板の
付着の駆動力となるタンパク質の付着特性を評価し、さらに、当該材料の上市の第一歩とし
て、医薬外品である創傷被覆材としての可能性を探った。
【研究成果】
概要：カルボ、キシベタイン型高分子を主要成分とする水に不溶な高分子材料を合成し、倉lj傷
被覆材を調製した。この被覆材の創傷治癒への効果は、ヘアレスラットの皮膚欠損創をモデ
ルに検討した。その結果、ポリエチレンテレフタレート（PET）あるし1はカルボキシベタイ
ン型高分子を水に不溶化するために用いたポリ（n－ブチルメタクリレート） (PBMA）を被
覆材として用いた場合よりも、有意に治癒を速める効果があることが判明した。さらに、既
に創傷被覆材として上市されているテガダーム（スリーエムヘルスケア）と比較した場合に
おいても、創傷治癒日数を、有意に短縮した。
具体的結果
①創傷被覆材の調製
図lに示す式に従い水に不溶なカルボ
キシベタイン型高分子を合成した。また、
カルボキシベタインを含まない PBMA
も合成した。
合成した高分子を PETフィルム上に
スピンコートし、倉lj傷被覆材とした。
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図 1.水に不溶なカルボキシベタイン型高分子の合成
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②創傷治癒モデル実験
図 2に被覆材の創傷治
癒に及ぼす効果の検討方
法を示した。ヘアレスラ
ットの背中に皮膚欠損創
を作成し、これを、カル
ボキシベタイン型高分子
および対照材料として
PET、PBMA、およびテガ
皮膚欠損
・PETフィルム
・PBMAフィルム
－テガダー ム（3Mヘルスケア）
・力Jレボキシベタインポリマー フィルム
0日
頃目的に創傷面の面積，および
完全治癒日数を測定
ダームで被覆し、頃目的 図2.ヘアレスラットの皮膚欠損創をモデルとした創傷被覆材の創傷治
癒に及ぼす効果の検討方法に創傷面積を計測した。
上皮形成が完了するまでに要した日数を治癒日数とした。
③モデ、ル実験の結果
図 3に、被覆材としてカルボキシベタイン型高分子、 PET、PBMAを使用した場合、およ
び被覆材を使用しなかった場合のへアレスラットのモデル創傷の治癒日数を示した。図 3（左）
に示すように、カルボ、キシベタイン型高分子被覆材は、無処置群と PET群よりも有意に治癒
日数を短縮させる効果があることが判明した。さらに、 PBMA群と母数を増やし評価したと
ころ、 PBMA群に対しでも、有意に治癒日数を短縮させていることが判明した。
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図3.被覆材の違いによるへアレスラットの皮膚欠損創の治癒日数
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（テガダームの具体的な実験結果は割愛するが、テガダームの治癒日数は、おおよそ 20日で
あった。）
④まとめ
カルボキシベタイン型高分子は、他の被覆材に比べ、有意に創傷治癒日数を短縮させるこ
とを示した。その効果は、おおよそ2日の短縮であった。
【プロジェクト成果】 なし
【プロジェクト成果の応用・効果・構想、】「創傷被覆材」特許出願予定（平成 19年4月）
【利用設備】 なし
